
はじめに

  サンデロウスキ一論・攴集―ーこのような本が日本で出版される日が来ると

は，誰が想f象できたでしょうか，

  本書を構成する10の論文の著者，マーガレット・サンデロウスキー

(Margarete Sandelowski)先生は’ノースカロライナ州立大学チャベルヒル

十交看護学部教授で，剛大学から，苧越した研究教育業績を挙げた教授のみに与

えられるCaryC．Boshamer Distinguished Professorとぃう名誉ある称号を

授与されています．また，同学部が毎年夏に開催する質的研究プ口グラム

（The Summer Program in Qualitative Research)のディレクターであり代

表教授も務めておられます

  サンデ口ウスキ一先生はべンシルバニア大学にて看護学・上号，ボストン火

学にて母性・小児看護学の修士号，コロンビア大学教員養成課程で教育修十

号，ケース・ウエスタン・ルザーブ大学にてアメルカ研究で博士号をそれぞれ

取得され，看護と社会科学分野におけるジェンダーとテクノ口ジー，質的研究

方法論に関するテーマで150を超える文献を執筆する著名な研究者です，2000

年に出版された著書『Devices＆Desires』が2004年に邦訓（『策略と願望

―一テクノ口、ンーと看護のアイデンテイテイ』和泉成干監訳，H本看護協会

出版会）されたことから，日本においても彼女の名前を耳にしたことのある方

は少な＜ないと思います，

  しかし，意外なことに，彼女の研究主題である質的研究方法論に関する書

籍はこれまで出版されたことがありません．もちろん，質的研究に関する論著

は膨大な数にのぼります．彼女が編集委員を務める『Research in Nursing＆

Health』誌には質的研究の方法論や方法に関する論文が多数掲載されています

（本書に収められている論文はすぺてこの雑誌に収載されています）し，2007

年にはデュー夕大学肴護学部准教授（現在は同大学教授）のジュルー，バ口ー

ゾ(Julie Barroso)先生との共著で『Handbook for Synthesizing Qualitative

Research』とぃう質的研究の統合法に関する書籍も出版されていますまた’

近年では質的研究と量的研究の統合法の開発にカを入れ’連邦政府の補助金を

得て，慢性疾患をもつ小児とその家族に関する研究のミックスド・メソッドに
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よる統合に着手しておられる様rです．しかしながら，複数の質的研究の結果

を統合したり，質的研究と量的研究の結果を統合するようなメ夕研究ではな

＜，単独の質的研究がどのように進められるのかに関する慕・夲的，基礎的な方

法論に関する書籍は，未だ木国アメリカ介衆凶においても出版されたことはない

のです

  ではなぜ．遠＜ト1本でこれが叮能になったのか．ー‘言でrtJすなら’それは’

い＜っかの幸運が重なったためだと言えますが，本書が誕牛した経緯を紹介す

ることを通してサンデロウスキー先牛の魅丿丿をお伝えすることができると，世い

ま す の で ， も う 少 し だ け 詳 し い 説 明 に お 付 き 合 い ＜ だ さ い ．

  1つHの幸運は，サンデ口ウスキー先牛との出会いです，本書に収載されて

いるサンデ口ウスキー先生の論文を解題・瞬説している私（谷津）は’日本赤

十卞看護火学で学十号’修十号，博上/‘を取得し，修士論文と博十論支で質的

研究に取り組みました修J′後は同・人学で教員をする傍ら質的研究論文の質の

評価や質的研究の方法論に関心をもち’サンデロウスキー先牛の論文にもい〈

っか日を通していました．しかし、サンデ口ウスキ一先牛の行んの偉大さを

はっきりと自覚したのは，先に紹介した著作『策略と髄挈――テクノ口ジー

と看護のアイデンテイテイ』を読んだ2006年12月のことでした．専門が母

性看護学・助産学であり’医療におけるジェンダー問題や権丿丿構造に関心があ

る私に．当時同じ大学の．ト司だった中木高夫先生（現存は人理医療大学教授J

がこの本を薦めて＜ださ′」たのですが，その内容のあまりの見事さに圧倒さ

れ ， め ま い を 感 じ つ つ 一 気 に 読 み 進 め た こ と を 覚 え て い ま す ．

  「看護職は，テクノ口ジーを取り込んで地位を高めようと策略するが，同時

に．取り込んだっもりが取り込まれてしまい，自己のアイデンテイテイを見失

いかねない罠にはまりこんでしまう」とぃう看護とテタノロジーの皮肉な剛係

について．緻密かつ刺激的に描写してい＜その偉業に，まさに度月干を抜かれて

しまいました内杏の素晴らしさにカuえて私が魅了されたのは，その研究の・丿丿I

法論です，駆史的資料や学術論I攴，多様な駆史を生きてきた看護帥たちの証言

など．さまざまなデータがサンデ口ウスキー先↑．・．の研究疑問’すなわち「文化

を創出し保存してい＜ために，、ンェンダーとテクノ口ジーが一緒になってどの

ように機能するのか」とぃう問いのもとに1つに集められ，新たに解釈されて

い くそ の 様に，これまでに感 じたことのない知的興奮を 覚えました．
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  サンデ口ウスキー先生に質的研究を学びたい．そう感じた半年後の2007年6

月に，私はサンデ口ウスキー先生が主宰する質的研究プ口グラム2（現象学的/r

解釈学的方法）に参加していました．翌年の夏には質的研究プ口グラム1（実r正

的/分析的方法）に，翌々年には第14回質的研究夏期研修所（ケーススタデイル

サーチ）に，それぞれ参buしました．口本から来た不安げな参加者である私に，

サンデ口ウスキー先生は毎回優しく声をかけ，英語の講義についてこられるか，

楽しんでいるかと心配してくださいました，私が研究の相談をすると熱心に聞

き入ってくださり，明快で適切な返答をくださいました．研究者としてはもち

ろん、教育者としての素晴らしさをも垣間見ることができたことは．サンデ口

ウスキ一先生に曲こ接お会いしたからこそ得ることができた貴重な学びの1つです，

  2つ目の幸運は，江藤裕之先生との出会いです，江藤先生とは，長野県看護

・大学に在職巾に執筆された著書『看護・ことば・コンセプト』(2005年，文光

堂）でお名前を知いましたが，専門分野も異なることから，密にお話しする機

会は多くありませんでした．しかし、サンデ口ウスキー先生の存在の偉大さに

ついてお伝えしたところ，江藤先牛は，その偉業を日本に紹介してはどうか，

しかも間接的に紹介するのではな＜サンデ口ウスキ一先生の論文を1冊にまと

めるかたちで，と大胆なご提案をくださったのです，もともと私にはサンデ口

ウスキ一先生の教えを日本に広め，口本の看護研究の質を高めたいとぃう夢は

ありましたが，サンデロウスキー先生の英文を正しく日本語に訳し換える自信

がありませんでした．とぃうのも，「あとがき」に江藤先生が記されているよ

うに，サンデロウスキー先牛の英文は，科学論文の厳密な形式に則って止確に

したためられながらも，文学や社会学，歴史学，美学など幅広い教養に支えら

れた奥深い言葉や審美的な表現が用いられています，そのため，言葉の指し示

す意味を文脈から繊細に読み取ることのできる素養なしには，サンデロウス

キー先生の主張を適切に伝えることができないのです．その点で’英語をご専

門とされ，既に翻訳書も数点出されている汀藤先生にご協カいただけるのであ

れ ば 心 強 い 限 り で す ， ぜ ひ そ の 方 向 でい きた い と即 答し まし た ，

  とは言っても，サンデ口ウスキー先生からご承諾が得られなければ夢はか

ないません．冒頭で述ぺたように，米国ですらサンデ口ウスキー先生の質的研

究に関する書籍は出版されていませんので，そこには何か理由があると考える

のが普通ですサンデ口ウスキー先生に相談するのを躊躇する私に，江藤先生
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は「ダメでもともと日本の看護研究の質を高めたいとぃう情熱を，まずは伝

えてみては」と励ましてくださったので，思い切ってメールしてみました．す

ると，ほどな＜してサンデ口ウスキー先生からお返事がありました，「もちろ

んヒ口コのことは覚えていますよ．私の論文を，翻訳の価値があると考えて＜

れてありがとう．どうぞ！完成したら，ハードコピーを1部くださいね」と

いうあっさりとした，しかし寛大な，慈悲にあふれたお言葉でした，さらに，

私が感激したのは、こちらが希望した掲載論文リストから1つの論文を削除

し，代わりに別の1つの論文を追加するようにとコメントして＜ださったこと

です．私は喜びのあまりその現実を信じることができず’しばらく心の震えが

止 ま り ま せ ん で し た ． こ れ が 3つ 日 の 幸 運 とぃ える でし ょ う

  さて，本書でご紹介する論文ですが、ほとんどが1990年代半ばから2000

年代初めの論文であり，最も古いものは1992年に執筆された論文ですなぜ

20年以上も昔の論文を，今この日本で紹介する必要があるのでしょうか？

  端的に言うと，  H本の看護学界で実施され，報告されている質的研究は，

米国でこれらの論文が出版された時代の質的研究の水準に，現時点でようや＜

追いっきつっあると考えられるからです，しかし，これは日本の現状に対する

かなり楽観的な見方であり，この水準に追いつ＜のはまだ相当先のことだと指

摘されてもしかたないでしょう，本書に収録された論文に目を通していただけ

ればわかるように、そこで展開されている質的研究の本質に関する議論や論文

中に例示されている研究を読む限り’1990年代の米国では，私たちH本の研

究者が未だ到達していない俯瞰的な観点から質的研究の特徴をとらえ，さまざ

まな州難に行き当たり，新たな方法を編み出してそれらの鬧難を乗り越えよう

としていたことがうかがえますとはいえ万事順調に進んでいるわけではな

＜．時おり道に迷いながらの様子ではありますが．

  今H．日本の看護学界では’毎年数多くの質的研究の成果が誌上報告されて

いますし，質的研究の成果を認められて博十号を取得する看護学研究者もた＜

さん輩mされています，こうした動rロJの背景には，看護学における人学院教育

の普及とそれに伴う質的研究への関心の高まり’そして，この関心を後押しす

る質的研究関連文献やインターネットを通じた情報の流通が存在すると考えま

す，特にこの20年間に大きく様変わりしたのは，質的研究について論じた書籍

の教でしょう．1993年に，H本の看護研究にこの上なく大きな影響を与えたと
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考えられる『看護研究ー―原理と方法』(Polit＆Hungler皆／近藤潤予監訳）

が医学書院から出版されましたが，その書では量的研究を中心とした科学的研

究における一連の過稈に焦点が当てられていました，当時は决して珍しい例で

はな＜．看護研究に関する書籍の多くは量的研究のプロセスを解説したもので

あり，質的研究についてはごく簡単にまとめて紹介される程度でした，それが

今ではどうでしょう．質的研究を中心にまとめた書籍が数多＜出版され，某通

販サイトのサイト内検索に「質的研究」と入丿Jすれば約450件の和書（翻訳本

を含む）がヒットします．先述した『看護研究ー―原理と方法』も2010年に

翻訳第2版（原書の第7版： Polit＆Beck著丿近藤潤子監訳）が医学書院から

出版されましたが，質的研究方法についての記述が拡充され，質的研究のデザ

イン，方法，質的研究と量的研究の統合などが新たに詳し＜解説されています，

  こうした変化は、H本の看護学界に質的研究に取り組む研究者の増加をも

たらしました誰もが手軽に「質的研究」の情報にアクセスできるようになり’

優れた質的研究論文に触れ合う機会も増え’質的研究を実施したり評価したり

するために必要な知識や感覚が磨かれたことは，喜ばしい変化だと思います

  しかし同時に，質的研究がいわば「人衆化」したことにより，多〈のハが行

なっている方法が良しとされ，権威者の発言に追従する人が増えたこともまた

事実と言えるかと思います，この3年ほど，全国各地で質的研究に関する講演

をしてきましたが，質的研究の入門書に記されていることや指導教員や論文審

査員からの指導や助言，杏読者の指摘する内容に納得がいかず，どこかおかし

いと疑問に思いつっもそれを言葉にできずに悶々としている研究者や研究者予

備軍に多数出会ってきました．質的研究に関する根拠に乏しいhow―toが看護界

を席巻し，質的研究者の視界を曇らせ’判断を鈍らせてしまっているようです

  巷にあふれかえっている質的研究の書籍の多くは’さまざまな方法論を広

範凶に紹介する入門書の類か’各方法論の特徴を詳細に解説する専門書の類に

二分されます，それらの書籍が，それぞれの読者のニーズに応じて教育や研究

の場で有効に活用されていることについては，今や疑問をさしはさむ余地はな

いでしょう．しかし，浅く広い情報が網羅的に紹介されている人門書や，丿JI法

論ごとの詳細な角￥説書が何冊積み重なっても，質的研究の本質的な問題群に接

近することは難しいこともまた事実です

  「質的研究者は数を扱ってはならないのか？」，「質的研究における適切なサ
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ンブル数とは？」，「結埼のところ質的研究は一般化を目指せないの？」等々，

質的研究の本質的問題に対して1っひとつ明快な答えを提示しているのがサン

デ口ウスキ一先牛です本書は’質的研究者が避けては通れない諸問題を

「キークエスチョン」のかたちで読醤に投げかけ，それらに対心するサンデ口

ウスキ一先生の論・攴を訳出し，その内容をもとに「論文の解説」において問題

解決の糸凵を提示するものです．本書のコンセプトは，質的研究に対して私た

ちが素朴に抱＜疑問を共有し，サンデ口ウスキ一先牛の論攴からともに学び，

考えることにあるのです．

  質的研究の本質的問題を取り上げる本書は’研究に対するパースベクテイ

ブを広げ，理解を深める意味で’看護学生や学部生，人学院生，臨床家，教育

従事者，研究者など，質的研究の初学者から上級者までの幅広い層の要求にLふ

えるものだと，世います．教育機関や医療施設などで開催される質的研究に関す

る授業や勉強会で，10のキークエスチョンについて1章ずつ，あるいは関心

のある章をビックア゛ソプして’小集団で抄読したルデイスカッションしたりす

るのも一案でしょう．4〈書が，質的研究を本気で学びたいハのバイブルとな

り，良質な質的研究を生み出す強J丿な種‘r・となることを，心から頓っていま

す米同から後れを取った20年余の月口を少しでも縮めることに本書が貢献

するなら，サンデ口ウスキー先牛の論文をH本に紹介する者としてこれ以トの

喜びはありません，

  2013年ll月

    谷津裕子
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